
改善箇所説明図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

基準不適合発生箇所 

制動装置において、リアブレーキペダルとプッシュロッドを接続するピボットピンの設計検討が

不十分なため、当該ピンが錆びることがある。そのため、そのまま使用を続けると、リアブレー

キペダルの動きが渋くなり、最悪の場合、ブレーキが引きずるおそれがある。 

 

改善の内容 
全車両、ピボットピンを対策品に交換する。 

 

識別 

    改善実施車には外-4199のステッカーを貼付する。 

注：     は改善箇所を示す 

 


